
文部科学省「研究大学強化促進事業」高エネルギー加速器研究機構
～研究力強化実現構想～ 平成２５年度配分予定額：300百万円

本機構においては、研究支援戦略推進部を設けて、研究のグローバル化と技術のイノベーション化を強
力に推進することを目指して、研究環境の改革、支援体制の充実を図る。特に、本機構の特徴である大
規模化する国際プロジェクトの推進、研究に不可欠な先端的技術開発及び数多くのユーザーが利用する
大学共同利用実験の支援を実施するなど、研究力の強化に向けた取り組みを推進する。更には、将来の
加速器科学分野を担う若手研究者及び女性研究者の育成を目指すものとする。

我が国の加速器科学の総合的発展の拠点として

最先端加速器科学
技術開発拠点

加速器、測定器開発を通じて、
新しい技術、イノベーションの
種の蓄積

人材育成拠点

総合研究大学院大学や
ポスドク受け入れを通じ
て、若手研究者の育成

●サマーチャレンジ

●高エネルギー加速器
セミナーOHO

●アジア・欧州高エネル
ギー物理学スクール

● TYL（日仏）：
理系女子スクール

大学共同利用機関法人
素粒子、原子核、物質科学、生命科学分野の研究者コミュニティの研究提案に基づいて研究戦略を策定

国際加速器科学
研究拠点

・世界に開かれた加速器研究施設
・高エネルギー物理学では、
CERN (欧州）、FNAL(米国）となら
ぶ3大加速器科学研究拠点のひと
つ

問題点

• 低い外国人研究職員比率、外国
人研究者家族への支援不足

• 来訪者研究支援や国際連携企画
での研究者の負担大

• 開発技術の国際標準化や研究成
果利用環境が不十分

• 研究アクティビティーの向上の
ためのデーターベースが不十分

• 外部資金獲得の戦略体制が不足

• 研究整備の産業利用面でニーズ
把握が不十分

• 大学院生（留学生含む）の教育
支援体制が不十分

• 低い女性研究職員比率

全国の大学・ 大学院

大学共同利用機関法人
高エネルギー加速器研究機構

素粒子原子核研究所

物質構造科学研究所

加速器研究施設

共通基盤研究施設

J-PARC センタ ー
（ JAEA と の共同事業により 設置 ）

企業研究所等
外国大学・
研究機関

研究開発
独立行政法人等総合研究大学院大学



素粒子原子核研究所

物質構造科学研究所

加速器研究施設

共通基盤研究施設

共同利用研究推進室

安全衛生推進室

男女共同参画推進室

評価・調査室管理局

総務部

財務部

施設部

研究協力部

研究協力課

国際企画課

社会連携部

広報室

情報資料室

史料室

機構長

研究担当
理事

＊研究動向調査・外部資金獲得
支援

＊若手・女性研究者育成支援
＊機構情報全般データベースの

構築支援
＊研究支援に関する情報収集
＊本事業に係る広報

研究支援企画室

＊機構の研究プロジェクト遂行を支援
＊機構の研究戦略に基づき計画実現を支援

研究支援戦略推進部

＊TIAに係る各種会議等に参加
＊TIAで開催するシンポジウム、

ワークショップ等に参加
＊TIAに関する研究連携を推進

するための企画支援

TIA推進室

＊国際連携戦略の企画・分析支援
＊海外研究機構との連携支援
＊国際共同研究の事務的手続き

支援
＊外国人研究者支援の企画・分析

及び支援対応
＊国際イベントの支援

国際連携推進室

＊知財管理システムの整備
＊重点地財戦略の立案
＊戦略的知財取得に向けたセミ

ナーの実施

知的財産室

＊大学連携事業
＊産業連携事業
＊近隣連携事業

大学・産業
連携推進室

多国籍参画ラボ多企業参画ラボ

研究力強化事業
運営会議

研究推進会議
機構の研究戦略を策定

新たな機構組織として「研究支援戦略推進部」を設置。その中に「研究支援企画室」、「国際連携推進室」、「大学・産業連携推進室」、「知的財産室」及び「つくばイノベーションアリーナ推
進室（TIA推進室）」を設け、研究支援戦略推進部には統括URAを配置し、各室に配置される主任URAと共に機構の研究力を強化するための体制を構築する。

研究力強化の方針に基づき取り組む事業：Aメニュー

統括URA

J-PARC センター

共同利用支援室
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（弱）
セキュリティ ・ウォール

クローズゾーン

（各プロジェクト内）

機構内

研究力強化の方針に基づき取り組む事業：Bメニュー

①多国籍参画ラボ創設 ②多企業参画ラボ創設 ③機構の国際化、研究力強化

巨大化する加速器科学プロジェクトを推進

するために、新たな運営組織を世界に先

駆けて構築する。

各国の研究機関の分室を設置して協定を

結び、予算・人材・技術を分担する運営方

式を確立して、国際研究のグローバル化を

促進する。

国際連携推進室と連携し、そのURAはラボ

の企画・立案、運営にかかわる。

・若手研究者等に国際研究環境の場を提供
・支援職員の国際化と国際課題解決の実践の場を提供

長期に渡る最先端技術開発が難しくなっ

てきている企業の現状を鑑み、複数企業

の分室を機構内に設置し、企業と機構の

様々な組み合わせの連携を可能にするプ

ラットフォームをつくる。

シーズからニーズまで産学一体で創出。

企業若手技術者の育成の役割を担う機構

インターンシップ制度を導入する。

大学・産業連携推進室と連携し、そのURA

はラボの企画・立案にかかわる。

情報全般データベースシステムの構築

・研究成果、施設利用成果、機構シーズ、

知的財産、安全保障貿易の各データ

ベースシステムを含む総合的機構デー

タベースシステムを構築。機構内連携、

国際展開、産業界との連携に活用。

・機構事業の解析、評価、改善に活用。

国際化対応強化

・ユーザー対応国際化（専任スタッフの充実）。

・国際イベント専任スタッフの充実。

・外国人ユーザー支援スタッフの充実。

国際人材育成プログラム

・国際部門で活躍できるURAの発掘、育成、

キャリアパス確立。

・全国の大学、研究機関の国際部門URA   

の人材育成の役割を担う。



全体構想

研究者コミュニティによる

研究提案

企業 a 企業 b

研究力強化事業
運営会議

研究推進会議
機構の研究戦略を策定

管理局
社会連携部

ユーザーズ・オフィス

FNAL(米) BINP(露)

DESY(独)

CERN(欧州)日仏TYL

企業a 企業b

企業c

企業d

企業e企業f

企業g

研究支援戦略推進部

研究支援企画室

国際連携推進室

大学・産業連携推進室

知的財産室

TIA推進室

機構研究組織

多国籍参画ラボ

多企業参画ラボ

人材活性化
国際展開

加速器技術を通じた
産業界との連携

技術応用・
新技術開発

【概要】研究支援戦略推進部を設けて、研究のグローバル化と技術のイノベーション
化を強力に推進することを目指して、研究環境の改革、支援体制の充実を図る。特
に、本機構の特徴である大規模化する国際プロジェクトの推進、研究に不可欠な先
端的技術開発及び数多くのユーザーが利用する大学共同利用実験の支援を実施
するなど、研究力の強化に向けた取り組みを推進する。

技術イ ノ ベーショ ン

研究のグローバル化

URA、研究・技術者、事務職員連

携による研究力強化

研究支援戦略推進部

研究支援企画室
●研究動向調査・外部資金獲得支援
●若手・女性研究者育成支援
●機構情報全般データベースの構築支援
●研究支援に関する情報収集
●本事業に係る広報

国際連携推進室
●国際連携戦略の企画・分析支援
●海外研究機関との連携支援
●国際共同研究の事務的手続き支援
●外国人研究者支援の企画・分析及び支援

対応
●国際イベントの支援

大学・産業連携推進室
●大学連携事業
●産業連携事業
●近隣連携事業

知的財産室
●知財管理システムの整備
●重点知財戦略の立案
●戦略的知財取得に向けたセミナーの実施

TIA推進室
●TIAに係る各種会議等に参加
●TIAで開催するシンポジウム、ワークショッ

プ等に参加
●TIAに関する研究連携を推進するための

企画支援

国際連携と産業界連携による研

究・人材の活性化

多国籍参画ラボ
本機構及び相手研究機関内に分室を設け、
滞在する研究者に準所員的な資格を与える
ことによる人的交流の活性化

多企業参画ラボ
本機構内に複数企業の分室を設け、最先端
の技術開発の有効促進
シーズからニーズまでを産学一体で創出

機構の国際化、研究力強化
■ユーザー対応の国際化
■国際イベント専任スタッフ
■ （国際）人材育成プログラム
■機構情報全般データーベース

本事業終了後も、事業で培われた研究、技術、人的資源及び組織を
活用し、加速器科学の世界拠点として、本事業を更に発展させる。

A メ ニュ ー B メ ニュ ー


